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係　員

鳴 門 市 　 都 市 建 設 部 　 土 木 課

令 和

図面番号 図面総数

工事名称

製作年月 所 属 年 度

図名

係員

補修一般図

照査設計・製図副課長課長 係　長

縮尺 (A1)：図示  

年 度7

大島田田尻浜2号線2号橋橋梁補修工事

全　　  葉4

令和 7年 8月

下部工正面図

A1橋台

A2橋台

補修一般図 S=1:30

大島田田尻浜2号線2号橋

側面図 断面図

平面図
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塩ビ管(死管)

塩ビ管(死管)

コンクリート管
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1-1K 1-2K

塩ビ管

コンクリート管

断面修復工
表面含浸工
水切り設置工

断面修復工
表面含浸工

水切り設置工
※左側端部のみ

表面含浸工

【頂版】

【頂版】【頂版】
【下部工】

表面含浸工

表面含浸工

【下部工】

【下部工】

道路条件

道路規格

設計速度

設計荷重

大型車交通量

計画交通量

不明

不明

不明

-

-

幾何条件

橋　　名

橋　　長

桁　　長

支 間 長

総 幅 員

有効幅員

斜　　角

平面線形

縦断勾配

横断勾配

大島田田尻浜2号線2号橋

L=2.800m

2.800m

3.770m

3.770m

θ= 90°00′00″(道路中心)

R = ∞

構造形式

上部工

舗　装

下部工

基礎工

支　承

RC中実床版橋,ボックスカルバート

ボックスカルバート(1-1K),石積式橋台(1-2K),重力式橋台(1-2K)

直接基礎(想定)

-

設計条件

路　線 市道大島田田尻浜2号線

交差物件 水路

1.900m

補修項目

工法 備考

断面修復工

判定
区分

部材 規格

III 　ポリマーセメントモルタル

表面含浸工
　シラン系

橋台(A2)

　予防保全対策

　ポリマーセメントモルタル橋台(A2)III

橋台(A1)

橋台(A1)

　シラン系 　予防保全対策

--

--

-- 頂版 　ウォーターカッター同等品 　予防保全対策水切り設置工

量水器

鉄骨

φ450

水道
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1.89

1.94
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T6-2

大島田田尻浜2号線2号橋

CL-6

W.L(調査時水位)
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鳴 門 市 　 都 市 建 設 部 　 土 木 課

令 和

図面番号 図面総数
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製作年月 所 属 年 度

図名

係員

照査設計・製図副課長課長 係　長

縮尺 (A1)：図示  

年 度7
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大島田田尻浜2号線2号橋橋梁補修工事

補修詳細図(その1)

令和 7年 8月

〔断面修復工法の施工要領〕

 断面修復工,水切り設置工 

凡例

ア～:断面修復工法

 断面修復工詳細図 

鉄筋露出

剥　離

う　き

凡　　例

大島田田尻浜2号線2号橋

 補修詳細図(その1) S=1:20

 第1径間 

 床版下面 
起点側 終点側

ア

水切り詳細図 S=1:1

1
-
1
K

1
-
2
K

(左側端部のみ)
水切り設置延長 2000 　

＋
1
0
m
m
程

度
か

ぶ
り

厚
＋

鉄
筋

径

1
c
m
程

度

1558 1640 260

3458

1
2
4
0

2
5
3
0

3
7
7
0

260 1640 260

2160

2
0

25

50

〔かぶり厚が小さい場合〕

※ 使用する材料の仕様に基づいて施工すること。
※ 補修部縁端は、フェザーエッジが生じないようにカッターで切れ込みを入れること。
※ 鉄筋のかぶり厚が薄い場合は、ポリマーセメントモルタルで10mm以上は確保するように盛って擦り付ける形で
　 断面修復を行うこと。施工時の番線等の残鉄は可能な限り撤去して断面修復すること。
※ はつり深さは適宜調整するものとし、脆弱部は完全に除去して充填を行うこと。
※ 鉄筋がある場合は、既設鉄筋の背面、既設部材の粗骨材寸法程度まで除去する。（10～20mm程度）
※ 豆板部で粗骨材が露出している部分においては脆弱部ははつり取り、健全部を露出して
　 ポリマーセメントモルタル等を塗布や充填して復旧すること。
※ はつりを行い、鉄筋が確認された場合は錆を除去した後、鉄筋防錆材を塗布すること。

うき・剥離面のコンクリート
　のはつり・鉄筋の露出

鉄筋のさび落とし・清掃

コンクリート面に
プライマー塗布

開　始

必要に応じて添え筋等を設置し、
コンクリートの欠損部に充填材を充填

打音調査
ひび割れ調査

養　　生

終　了

鉄筋表面に防錆材塗布

養生（指触硬化の確認）

（鉄筋露出がある場合）

主桁0101 ア 鉄筋露出 1640 2530 4.1492 0.2490

部材 No. 種別
幅 W

【mm】
延長 L
【mm】

深さ t
【mm】

面積 A
【m2】

体積 V
【m3】

断面修復面積(左官工法)

60

表面処理

接着剤塗布

水切り設置

素地乾燥確認

施工手順

硬化養生

注）現地実測の上、数量を確定すること。
注）内部鋼材の腐食により断面欠損が発生している箇所については
　　断面性能回復を目的として、適宜、添え筋を行うこと。

（ポリマーセメントモルタル） 5cm程度で摺付

（10mm程度） （10mm程度）

（ポリマーセメントモルタル）

ケレン処理が可能な深さまではつり取る。

断面修復材による増し厚 補修部から

カッター入れ カッター入れ

断面修復材

プライマー塗布

鉄筋防錆材塗布(既設鉄筋ケレン後)

サビが鉄筋の裏面まで達する場合は

ウォーターカッター同等品以上

注1)水切りと床版の接着性、施工性、水切り機能を確保する

新設水切り 　　ため、床版の端から50mm程度の余裕しろを確保すること。
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補修詳細図(その2)

大島田田尻浜2号線2号橋

 補修詳細図(その2) S=1:20

表面含浸工

 床版下面 起点側 終点側

 A1橋台 

 A2橋台 

詳細図
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はつり(鉄筋まではチッパー)

はつり(鉄筋背面電動ピック)

サンドブラストによる除錆(Sa2)

鉄筋防錆剤塗布

施工手順

注）現地実測の上、数量を確定すること。

プロテクトシルCIT同等品以上塗布(コンクリート)

断面修復材充填
(ポリマーセメントモルタル)

プライマー塗布

A=2.125m2

A=2.125m2

A=4.149m2

施工面積

施工面積

施工面積

躯体コンクリート

プロテクトシルCIT同等品以上

下地処理(部分補修・清掃)

標準塗布量：0.6 kg/m2
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施工要領図

施工要領図 S=1:30

大島田田尻浜2号線2号橋

側面図 断面図

平面図
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5列×8個

5列×8個

普通土のう4段積み

普通土のう4段積み

足場板,養生シート
※必要に応じて

足場板,養生シート
※必要に応じて

排水

普通土のう4段積み

水替ポンプ

シート

量水器
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